
 

 

 

 

 
 

SJCDインターナショナル常任理事  東京 SJCD会長  

講師：鈴木 真名 先生 
 

 

 

 

 

 

 
 

‥‥ 講師プロフィール ‥‥            ‥‥ 講演内容 ‥‥ 

 

 

 

 

 

日  時  2010 年 2 月 21 日（日）9：00～12：00 

場  所  コンベックス岡山 国際会議場  
所在地：岡山市北区大内田 675番地 
 広島 SJCD 会員 他地区 SJCD会員 一  般 

歯科医師 
無 料 

3,000 円 
5,000 円

（当日受付 6,000 円） 

歯科技工士 
歯科衛生士 2,000 円 

3,000 円
（当日受付 4,000 円） 

＜お申込み方法＞ 
下記の参加申込書にご記入のうえ FAXにてお申込みいただき、下記の口座に 2月 12日までにお振り込みください。なお、お申し込み
後の返金は致しかねますのでご了承ください。 
※ 恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください。振込控えをもって領収書に代えさせて頂きます。 

お振込先金融機関 口座番号 名 義 
広島銀行 倉敷支店 普通 3150591 ﾋﾛｼﾏ SJCD ｼﾞﾑｷｮｸ ﾌｼﾞﾅﾐﾔｽｵ 

＜お問い合わせ＞ 

広島 SJCD事務局 藤波安勇 
岡山県倉敷市加須山 881-2 

TEL(086)420-0001／FAX（086）428-8899 
 
2010、2 広島 SJCD公開例会 鈴木真名先生講演  
「インプラント治療におけるマイクロの有用性 ～拡大視野における結合組織移植の応用～ 」FAX（086）428-8899       

◆ 参加者お名前 ◆ ご住所 

◆ お電話番号 

◆ 医院名 ◆ 区分（☑をつけて下さい） 
・ 広島 SJCD会員    □歯科医師 □歯科技工士 □歯科衛生士 
・ 他地区 SJCD会員  □歯科医師 □歯科技工士 □歯科衛生士 
・ 一    般       □歯科医師 □歯科技工士 □歯科衛生士 

講師：鈴木真名先生より 
インプラント治療の成功か否かを評価する上で、従来はインプラントのサクセスレイトを臨床
において評価していた。しかし現在、インプラントがオステオインテグレーションをしていても、
十分な機能と審美を兼ね備えたものでなくては成功とは言えないと考える。その条件の一つには、
インプラント周囲の軟組織の状態が評価に含まれる。そもそもインプラント周囲の歯肉の役割を
考えると単純に“機能と審美”に大別できる。そしてこれを獲得する為にはいかに現状存在する
角化歯肉を維持するか、またはいかにインプラント周囲に角化歯肉を増大させるかにつきよう。
しかしながら、インプラント周囲に軟組織を増大する事は困難であり、非常に繊細な術式が必要
と考えられる。そこでより正確で精密な処置を行う為にマイクロスコープを使用することは有意
義であると考える。 
今回、失敗例からどのような点に注意する事で歯肉退縮を防ぐか、又どのようにリカバーする
かいくつかマイクロサージェリーを適応した臨床例をあげて解説したい。

■ 略歴 
1984 年 日本大学 松戸歯学部卒業 

1989 年 鈴木歯科医院 開業 

■ 所属団体 
日本歯周病学会 会員 

日本臨床歯周病学会 指導医 

AAP（アメリカ歯周病学会）、AMED 

■ スタディーグループ 
SJCDインターナショナル 

東京 SJCD会長  OJ 理事 

■ 著書 
・ペリオドンタル・マイクロサージェリー

・歯周病、新しい治療を求めて      

・臨床歯周補綴Ⅲ 

・デンタルエステティック パートⅣ   

最先端審美修復の理論と臨床 

・インターディシプリナリーを考える   

第Ⅳ 矯正と補綴治療  

その他論文多数 

※ 上記はすべてクインテッセンス出版より発刊 

※ 消費税を含む

参加申込書

 昨年10月の広島SJCD発足一周年記念講演会では、皆様方のご協力のもと無事成功裏に終わる事が出来ましたことを改めてお礼申し上げます。 

早速ではありますが、2月例会の詳細が下記の通り決まりましたのでご連絡させて頂きます。 

今回は公開例会として東京SJCD会長の鈴木真名先生をお迎えし、はじめて岡山の地で開催させて頂きます。 

ご多忙中と存じますが、是非とも多数ご参加いただけますようご案内申し上げます。              広島 SJCD会長 小笠原 一行 

～インプラント周囲における 
歯肉レベルのコントロール～ 

 
1. 歯肉の役割 審美・機能 
2. 審美性クローズアップ 
3. 歯肉欠損をどうするか 
4. 欠損しにくいようにどの様にするか? 
5. 通常は埋入位置が必要 
6. 歯肉におけるスタンダードとは 


